
核内受容体をターゲットとした農林水産物・
食品の機能性解析

農林水産物・食品の機能を簡便に知る技術

▶ 培養細胞を用いた遺伝子レベルでの農林水産物・食品の機能性評価

▶ 隠れた機能、様々な成分の複合的な機能を予測可能

▶ 素材の高付加価値化につながる評価

核内受容体とは

■転写因⼦と呼ばれる細胞内タンパク質の⼀種であり、
ヒトには48種類あります。

■⽣命維持に関わる様々な⽣理活性を司る遺伝⼦の働
きに関与しています。

■化学成分（リガンド）と結合すると活性化されます。
■⽣体内では、核内受容体とリガンドが結合すること
で核内受容体が活性化され、遺伝⼦の転写活性が制
御されています。

核内受容体レポーターアッセイ

核内受容体レポーターアッセイを用いた機能性解析

核内受容体は疾患に関わる遺伝⼦を制御している

どの核内受容体をどれくらい活性化するかを
分析することで、機能性を予測します
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核内受容体“PPARδ”を活性化する成分を含む⽶には、
肥満や⽪膚疾患に対する効果があると予測されます

⽣命⼯学領域 ⽣物プロセス研究部⾨（研究拠点：北海道センタ−）
連絡先：morita.n@aist.go.jp


